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講座名 関連図書名 

①『源氏物語』桐壺巻を深読みする 源氏物語に学ぶ美しい日本語  〔齋藤孝/著 ビジネス社〕 

②南河内の古寺を探る  

その知られざる歴史と変容 

聖徳太子に秘められた古寺・伝説の謎 正史に隠れた実像と信仰を探る  

〔瀧音能之/著 ウェッジ〕 

③しんかい 6500の世界  

−宇宙・地球・生命− 

はじめての地質学-日本の地層と岩石を調べる  

〔日本地質学会/ベレ出版 〕 

④社会が音楽を生み、 

音楽が社会をつくる 

新版 クラシックでわかる世界史 時代を生きた作曲家、歴史を変えた名曲  

〔 西原稔 /著 アルテスパブリッシング 〕 

⑤光と色の科学 
光と色彩の科学-発色の原理から色の見える仕組みまで  

〔齋藤勝裕/著 講談社〕 

⑥百舌鳥・古市古墳群のすばらしさを 

再発見！世界遺産講座 2024 
埴輪 古代の証言者たち (角川ソフィア文庫) 〔若狭徹 /著 KADOKAWA〕 

⑦現代にひきつがれる、 

ユダヤ・イスラエルの思想・文化 

ジューイッシュ・コミュニティ;ユダヤ系文学の源泉と空間 

〔広瀬佳司、伊達雅彦/著 彩流社〕 

⑧多様な背景をもつ外国人を 

宗教、食、歴史の観点から学ぶ 

教養として学んでおきたい 5大宗教 (マイナビ新書) 

 〔中村圭志/著 マイナビ出版〕 

 
 
 
 
 
 
 

①『源氏物語』桐壺巻を深読みする  火曜 10:30～12:00 

7/2 藤壺入内と大宮の降嫁 
大阪大谷大学 学長 浅尾広良 

7/9 光源氏の元服 

③しんかい 6500の世界 −宇宙・地球・生命− 水曜 10:30～12:00 

7/3 宝石で包まれた地球 −かんらん岩の世界− 

大阪府立大学 名誉教授 前川寛和 

7/10 青石を愛でる −住吉大社の歌碑、岸和田城 八陣の庭− 

7/17 不思議な岩石の営み −原始大気を封じ込めた石灰岩− 

7/24 地球環境の変遷 −不思議な進化の大爆発− 

7/31 研究の風景 −三内丸山遺跡の緑色磨製石斧− 

⑤光と色の科学 金曜 10:30～12:00 

7/5 幾何光学 ～光はまっすぐ進まない～ 

長谷川能三 

(元 大阪市立科学館 学芸員) 
7/19 偏光 ～偏っている光って何？～ 

7/26 光の正体 ～光は粒なのか波なのか？～ 

※7/19 の講義は実験があります。  

⑥百舌鳥・古市古墳群のすばらしさを再発見！ 世界遺産講座 2024 金曜 14:30～16:00 

7/5 応神陵古墳の造り出しが意味するもの 
元 羽曳野市世界遺産・文化財担当職員 

高野学 

7/19 子どもたちに伝えたい、古墳のまちに暮らす意味 
関西外国語大学 英語国際学部 教授 

佐古和枝 

7/26 玉と古代王権 
国立文化財機構 奈良文化財研究所  

研究員 谷澤亜里 
 

■ 場 所  羽曳野市立生活文化情報センター(LICはびきの) 3階 視聴覚室 

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間  当該講義日の1週間前から前日まで  

            ※⑤の7/19の講義は、7月12日(金)～14日(日)まで ※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日支払）  ※⑤の7/19の講義は、実験材料費100円が別途必要です。 
 
 

 

 

 

受付  9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

 

2階学習情報室に、単位認定講座（前期）に関連した本が 8冊入りました。すべて羽曳野市内の図書館
に所蔵されていない図書になります。貸出サービスはございませんので、室内でご覧ください。 

 テレビを見ているとプロ野球はどの試合も賑わっている。昔は巨人（読売）ばか

り客が入り、人気チームといわれた阪神でも巨人戦以外はあまり入らなかった。パ

リーグの試合は内野席まで閑散としていた。野球チームのない地方では読売・日本

テレビ系列の放送する試合しか見られなかったので、どうしても巨人ファンばかり

量産されることになり、それは読売新聞の販売戦略とも重なっていた。 

1970 年の秋、パリーグで優勝したロッテの永田雅一オーナー（大映社長、大言

壮語な語り口で「永田ラッパ」と呼ばれた）が興奮のあまりグラウンドへ飛び出

し、濃人（渉）監督より先に胴上げされるという、前代未聞のハプニングが起こっ

た。そんな大事な試合でもラジオのみの放送であった。 

そんな頃を思えば、どのチームも大勢のファンに支えられる、良き時代になっ

た。東北や北海道にも球団が出来たのは喜ばしいが、関西からは南海・阪急・近

鉄、球場も日生・大阪・西宮・藤井寺…多くが姿を消した。 
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はびきの市民大学情報誌

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1 丁目 1番 1 号 LIC はびきの内

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

学 長 コ ラ ム  

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

7月の聴講のご案内 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。※駐車場（有料）には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 
※情勢により、感染予防対策をお願いする場合がございます。ご理解、ご了承のほどお願いいたします。 
※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 
 
ご個人情報の取り扱いについて 
１．ご提出いただきました個人情報につきましては、個人情報の保護に関する法律に基づいて適切に管理いたします。また、株式会社みのりの里「個人情
報保護方針」のもと適切な取り扱いを致します。 

２．ご提出いただきました個人情報は、はびきの市民大学事務局が主催する講座の運営、受講生募集を行う目的の範囲内で利用させていただきます。 
３．ご提出いただきました個人情報は、次の場合を除き、ご本人の同意なしに第三者に提供することはありません。 

(1)講座実施にあたり、講座を担当する講師または講座委託会社に受講者のお名前、年代、性別、受講履歴を提供すること。 
(2)公的機関からの法令に基づく照会を受けた場合。 

はびきの市民大学 

 

学びたい講義を一つだけ、1日だけなら参加してみたい。そんなご希望にお応えします。 

お好きな講義（日）を選んで聴講することができます。 

 

【第 58 回】 

学習情報室に新しく入った本のご案内 


